






総則

鉄筋のかぶり厚さ

鉄筋の折曲げ

鉄筋の継手及び定着⾧さ

スペーサー

D

30

40

40

仕上げあり

標準かぶり厚さ

煙突等高熱を受ける部分

土に接する部分

土に接しない部分

構造部分の種別

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁 耐力壁

スラブ，耐力壁

鉄筋のかぶり厚さは下表を標準とし、鉄筋組立後のかぶり厚さは「標準仕様書」表５.３.６

（屋内）（屋外）

中段は上段より1.5ｍ間隔程度
上段は梁下より0.5m程度

または
それぞれ
上端筋、下端筋

種類

側面の両側へ対称に設置
上または下いずれかと

端部は0.5m 程度
間隔は1.5m 程度

備考

適用範囲

１．本規準図は設計図（建築図、構造図）のコンクリート造部分に適用する。

70

50

屋外

屋内

目地深さ分

スペーサーは特記のない場合は表２を標準とする。

床版 梁 柱部位

       1.0m超え3個
柱幅方向は1.0m以下2個

端部は1.5m 程度

部位 壁， 地下外壁基礎梁基礎

間隔は1.5m 程度
端部は0.5m 程度

四隅に設置

間隔は0.9ｍ程度

基礎の四隅と柱の

上段は梁下より0.5m程度まで
中段は上段より1.5m間隔程度
横間隔は1.5m 程度

数量

配置

折曲げ図 SD295，SD345折曲げ角度

180°

3d以上

135°

90°

135°

90°

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合には、

備考

配置

数量

種類

または

Fc（N/mm²）

コンクリートの
設計基準強度

18

種類
鉄筋の

24， 27
30， 33， 36

L  （フックなし）

SD345

SD295

SD390

D

D

D

D

折曲げ内法直径 (D)

フックあり

表5-2 隣り合う継手の位置

21
45d
40d
35d 25d

30d
35d

35d 25d
18
21 45d

40d
30d
35d

35d 25d

50d

30d

21
45d
40d

35d50d

30d
35d

1h

表３ 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

D19～D38D19～D38D16以下

SD390

及び

4d以上 5d以上

（幅止筋）

［梁］［柱］

●の鉄筋にフックをつける

1 L  （フックあり）1h

1h

1h

圧

式

重

鉄筋

定着（スラブの場合）重ね継手 定着（壁の場合）

溶接金網の継手及び定着

鉄筋

表１  鉄筋の標準かぶり厚さ

24， 27
30， 33， 36

24， 27
30，33， 36

以外の壁 仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

40

40

50

  鉄筋の定着は表6 による。

50d

末端部
（柱頭又は柱脚部）

中間部
（重ね継手）

スパイラル筋の継手及び定着

1.5巻き以上の添巻き

表７ 投影定着⾧さ

１．La ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着⾧さ（基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む）。

20d

15d

20d 20d

15d

15d

20d

15d 15d

15d

15d 15d

20d

20d 15d

20d

              （片持小梁及び片持スラブを除く）。
３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

15d 15d

20d 20d

20d 20d

（但し、柱せいの3/4以上）

の場合

フックなし
の場合

a≧400mm、かつ a≧（b+40）mm、又は、a は評定条件による。

カップラー

圧接継手・溶接継手

a=0.5L

（N/mm² ）

コンクリートの

18 45d 40d

種類
鉄筋の

10d

Fc

直線定着の⾧さ

40d 35d

SD345

SD295
30d35d

SD390

40d 35d

40d45d

20d かつ 10d

35d 30d

25d30d

25d 20d

25d30d

フックあり定着の⾧さ

30d35d

設計基準強度

ー

24， 27

30， 33， 36

21

30d35d

150mm

18 50d 40d

45d 35d

25d 20d

25d30d

30d35d

21

30d35d

40d 35d 25d30d

25d 20d

50d 40d21 35d 30d

24， 27

30， 33， 36

24， 27

30， 33， 36

1L L2
L3

スラブ小梁 小梁 スラブ

L
2hLL1h

3h

（N/mm² ）

コンクリートの

18

種類
鉄筋の

Fc

SD345

SD295

SD390

設計基準強度

24， 27

30， 33， 36

21

18

21

21

24， 27

30， 33， 36

24， 27

30， 33， 36

表２ スペーサーの使用区分

表４ 鉄筋の重ね継手の⾧さ

表６ 鉄筋の定着の⾧さ

3

１. L  ，L   ：２.から４.まで以外の直線定着の⾧さ及びフックありの定着の⾧さ。1

２. L  ，L   ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の⾧さ及びフックありの定着の⾧さ。

     折曲げは行わない。

2

３. L  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の⾧さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

６. 軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

1h

2h

４. L  ：小梁の下端筋のフックありの定着の⾧さ。3h

（３）定着の方法
   仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着⾧さL が、表６のフックあり定着の⾧さを確保でき
   ない場合の折曲げ定着の方法は、下図により、次のイ、ロ及びハをすべて満足するものとする。

溶

余⾧

直線定着の⾧さ

折曲げ定着の方法

フックあり定着の⾧さ

定着起点

柱せいの3/4倍以上)

梁主筋の

定着起点

余⾧

小梁及びスラブの上端筋の

直線定着の⾧さ及びフックありの定着の⾧さ

  ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

イ．全⾧は、表６の直線定着の⾧さ以上とする。
ロ．余⾧は、8d 以上とする。
ハ．仕口面から鉄筋外面までの投影定着⾧さLa 及びLb を表7 に示す⾧さとする。

La（ただし、

Lb

梁内折曲げ定着の投影定着⾧さ柱内折曲げ定着の投影定着⾧さ

梁主筋の柱内定着の投影定着⾧さはいずれの場合も柱せいの3/4倍以上とする。

(25d)

以上

( )内は片持小梁及び片持スラブの場合。

あき重ね継手を使用する場合は、
監理者に確認の上使用すること。

片面の場合

フレア溶接

両面の場合
溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

16
13
10

8
7
6

(ビード幅)

70

50

鋼製

同一平面に点対称となる
ように設置

打増し

(25d)

隣り合う継手の位置は表5-2 による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合及び壁筋の場合は除く。
なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

最小かぶり厚さは標準かぶり厚さ-10mmとする。

※2

※1

※１ 最小かぶり厚さ：建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さ。屋外側（仕上げなし）につい
  ては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さ。

※２ 標準かぶり厚さ（設計かぶり厚さ）：施工後誤差の割増10mmを標準として見込むことによっ
  て、打設後最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で考慮したかぶり厚さ。

表５-１ フレア溶接の形状

原則として
鉄筋は、
D16以下と
する

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ開始点から
フレア溶接末端を1d以上離すこと

La
Lb

ね
継
手

接接
継継
手手

械

手
継

機

「最小かぶり厚さ」 を確保すること。

ℓ

1ha≧0.5L

a=0.5L₁ a≧0.5L₁

a≧400mm

ℓ

30

d

4d以上

d
d

d

6d
以

上
8d

以
上

4d
以

上

d
4d

以
上

L1h

d

1d 10d以上

d

1d   5d以上1d 1d

L

0～
1m

m

a a

L₁

L₁

a a

0.
2L

₁か
つ

a

a

b

L  ，L  又はL1      2               3

L

全⾧

L

全⾧

1節半以上かつ

L3 L1 L2 L1

≧
6d

d

≧
6d

≧
6d

目地底から
所定のかぶり厚さ

目地底から
所定のかぶり厚さ

15
0m

m
以

下

L1hL1h

L   ，L   又はL1h          2h               3h

２．Lb ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着⾧さ

150mm以上

1節半以上かつ
150mm以上

≧6d

50d

２．現場説明事項、質疑応答書、特記仕様書および本構造図に記載のない事項はこの規準図による。
３．本規準図と他の設計図との間に疑義が生じた場合は監理者の指示による。
４．本図を含む構造図の書入れ寸法は特記のない限りmm単位とする。
５．本規準図は下記に示す材料を対象とする。
  コンクリート：設計基準強度 18N/mm² 以上、 36N/mm² 以下
  鉄        筋：SD295、 SD345、 SD390、溶接金網
６．本図および構造図などで配筋方法が不明の場合は､「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」
  （最新版）（日本建築学会編）並びに 「JASS 5 鉄筋コンクリート工事」（最新版）
  （日本建築学会編）に準じ、監理者と協議の上配筋方法を決める。
７．前項 ６.によって生じた変更は「共通特記仕様書」に示す「軽微な変更」とする。

１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適

  箇所には適用しない。
２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、

  除く。
３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ
  には、捨コンクリートの厚さを含まない。
４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。
５．打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地部分の鉄筋のかぶり厚さは右図
  の様に目地底から所定のかぶり厚さを確保すること。
６．RC造で柱と梁が同一面の場合は、右図の様に梁幅を30mm増打ち

  途定める。
７．同一部材において必要かぶり厚さが異なる場合、かぶり厚さの取
  り方は施工図等で十分検討する。

１. 梁， 柱， 基礎梁、壁及び地下外壁のスペーサーは側面に限りプラスチック製でもよい。
２. コンクリート製はコンクリート強度30N/mm² 以上とし、かつ設計基準強度以上とする。
３. 断熱材打込み時のバーサポートは支持重量に対して、めり込まない程度の接触面積を
  持ったものとする。
４. 鋼製スペーサーは、かぶり部分が防錆処理されていること。

１．鉄筋の継手

  余⾧は4ｄ以上とする。
２． 90°未満の折曲げの内法直径は特記による。特記が無い場合は90°フックと同じとする。

  次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。（フックは180°フックとする）
１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。
２．梁主筋の重ね継手が 梁の出隅及び下端の両端にある場合。但し、基礎梁を除く。

３．煙突の鉄筋 （壁の一部となる場合を含む）
４．杭基礎のベース筋
５．帯筋、あばら筋及び幅止め筋

  鉄筋の重ね継手の⾧さは次による。
  なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の⾧さは、細い鉄筋の径による。

（２）（１）以外の鉄筋の重ね継手の⾧さは、表４による。

１．L  ，L  ：重ね継手の⾧さ及びフックあり重ね継手の⾧さ。
２．フックありの場合の L   は下図に示すようにフック部分 ℓ を含まない。
３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

1

  フレア溶接継手の仕様は表５-１による。

２．鉄筋の定着

  小梁は除く。

５. フックあり定着の場合は右上図に示すように、フック部分ℓを含まない。また、中間部での

  用しない。また、塩害を受ける恐れのある部分等耐久性上不利な

  鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを

  とする。柱又は梁の主筋にD32以上の太径鉄筋を用いる場合は別

コンクリート製
鋼製
コンクリート製

鋼製
コンクリート製

間隔は0.9ｍ程度

鋼製
コンクリート製

鋼製
コンクリート製

鋼製
コンクリート製

側面の両側へ対称に設置
上または下いずれかと

端部は0.1ｍ以内

L₁

L₁

L₁

L1h L1h

（１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の⾧さは、建築工事特記仕様書（構造）
   鉄筋工事  3節架構及び組立  ０３．継手及び定着c.及びd.による。
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柱

平面

仕口部

柱の仕口部の範囲

柱仕口部範囲の有無

平面

ア 矢視図 イ  矢視図

ア

イ

柱 柱 柱

直交梁なし
梁

梁

梁

梁 梁

4

1

2

3

21 3 32 4

仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

第1帯筋
(梁主筋直上)

第1帯筋
(梁下端)

仕口部帯筋

下階柱の帯筋

有 有 無

柱頭部は

折曲げ開始点

（１）四隅の主筋

（２）四隅以外の鉄筋

180°フック

鉄筋のあきと鉄筋間隔

基礎の配筋要領

柱の配筋要領

２．既製コンクリート杭（鋼杭）基礎の配筋

・中詰めコンクリートは基礎と同じ調合のコンクリートを使用する。

杭頭補強筋

底版補強筋
D13@200縦横

スパイラル筋
D13@100

開口部補強筋

はかま筋

（杭により切断された本数以上を
  両側に振り分け配筋する。）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

底版補強筋 基礎筋

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ
中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

［A型］

・［A型］杭頭補強筋の仕様、径、本数は特記による。

・はかま筋は特記による。特記無き場合は D13@300 縦横 とする。

      杭頭埋込み深さH1 、中詰めコンクリート深さH2 は特記による。

・A型, B型の採用は特記による。

基礎筋

・1本杭の場合は場所打ち杭の基礎筋に準ずる。

曲
げ

上
げ

基礎筋

はかま筋 ［B型］

・［B型］杭頭埋込み深さH1 は特記による。特記無き場合は杭径φとする。

１．独立基礎の配筋
  ・はかま筋は特記による。

       特記無き場合は D13@300縦横 とする。

  ・2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を下図にならい取付けること。

ａ．柱 ｂ．大梁・小梁

柱中央近傍

梁天端近傍

梁下端近傍

当該床のコンクリート
打設前に取付ける

・   印は、2段筋位置保持金物位置を示す。

トップ筋先端近傍柱面近傍

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋とする
場合は、全域で＠2,000程度とする。

2段筋位置保持金物の配置

2段筋位置保持金物の形状例

２．2段筋位置保持金物の形状および配置

（ウ）隣り合う鉄筋の径（呼び名d）の平均の1.5倍

鉄筋相互のあきa は次の値のうち最大のもの以上とする。

D：鉄筋の最大外径

呼び名

最外径 D

D16

18

D19

22

D22

26

D25

29

D29

33

D32

37

a の最小値 32 38 44 48

最小鉄筋間隔P 50 54 59 67 77 85

１．鉄筋相互のあき及び間隔

2段筋位置保持金物
2段筋位置保持金物

P：2段筋間隔
＊下端筋の場合は、バーサポート等で

適切に保持すること。

３．場所打ちコンクリート杭基礎の配筋  （1本杭の場合）

４．独立基礎と基礎梁の接合部

コ型：基礎梁あばら筋

基礎梁あばら筋と
同径、同ピッチ

基礎梁下端

n-φ

n-φ

基礎梁下端

n-φ

n-φ

・補強筋 n-φは特記による。特記無き場合は右表による。

・D>1000 の場合は特記による。
梁幅 B n-φ

3-D16  B≦500

4-D16500<B≦700

5-D16700<B≦900

*L   を確保できない場合は、本図「鉄筋の継手及び2h

   定着⾧さ（3）定着の方法」による。

と同径、同ピッチ

同径、同ピッチ
コ型：基礎梁あばら筋と

５．連続（布）基礎の配筋

・はかま筋は特記による。

隅柱

交差部は両方向の主筋を配筋

特記無き場合は D13@300 縦横 とする。

６．べた基礎の配筋

上端筋下端筋

１．柱主筋の継手及び定着

   ・継手位置は下図とする。

  ・特記無き限り柱主筋の継手はガス圧接とする。

［定着］［継手］

  ・柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。
   ・隣り合う継手の位置は、表5による。

1   H形

２．柱の帯筋及び副帯筋
ａ．帯筋の形状

   ・原則として H形とする。H形の135°フックが困難な場合は W-I  形とする。

   ・溶接⾧さL は両面フレア溶接の場合は5d 以上、片面フレア溶接の場合は10d 以上とする。
   ・円形柱の場合は原則としてSP形とし、SP形が困難な場合は丸形とする。

2   W-I形

3   SP形（スパイラル筋） 4   丸形
L≧40d

≧8d

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

注）溶接は、（イ） （ロ） （ハ）

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

  鉄筋の組立前に行う。

ｂ．帯筋の割り付け

［スパイラル筋］

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

［一般］

1.5巻以上 添え巻き

1.5巻き以上 添巻き

1.5巻き以上 添巻き

1.5巻き以上 添巻き

  ・ P1@、P2@ は柱リストに特記された帯筋間隔を示す。
  ・ 柱梁接合部の帯筋間隔は柱リストによる。柱リストに記載がない場合は、一般部の1.5倍以下かつ

   150mm以下かつあばら筋比pw=0.2%以上とする。なお、この部分には副帯筋は配筋しない。

   ・フック及び継手の位置は、交互とする。

  ・ スパイラル筋において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻き以上の添巻きを行う。

交差部は、側梁下基礎の

側柱 中柱

基礎主筋

基礎配力筋

交差部は配力筋のみ配筋
主筋を配筋する。

・はかま筋は特記による。

勾配

基礎筋

はかま筋

基礎筋

かぶり厚さ

D35

40

53

93

特記なき場合、鉄筋の間隔は下表による。

D13

14

46

D38

43

57

100

D41

47

62

109

333232

・特記無き場合は D13@300縦横 とする。

   ・柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。
   ・柱の仕口部帯筋の範囲は、下図「仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置」による。

   ・直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、
     仕口部帯筋配筋は適用しない。（柱仕口部範囲の有無 参照）

   ・柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁
     せいが重なる範囲を仕口部とする。（柱の仕口部の範囲 参照）

３．柱の仕口部（柱・梁接合部）

（ア）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（イ）25mm

基礎筋
かぶり厚さ

か
ぶ

り
厚

さ

はかま筋(通し筋又は

7015d

D13（腹筋と兼ねて良い）

特記なきはD13

はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

90°又は180°フック

90°又は180°

・柱コンクリート面とフーチング上端面の交点
から2:1の勾配の中に杭が納まらない場合、

・D=0の場合、補強筋 n-φを配筋する。

特記なきはD13

基礎主筋

D13（基礎梁腹筋と兼ねてよい）

基礎配力筋

はかま筋

はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

・2本杭以上の場合は既製コンクリート杭の
基礎筋に準ずる。

曲げ上げなくて良い

基礎筋は曲げ上げ端部にフックを設ける

(D16)
受け筋

はかま筋

  但し、1階（接地階）柱脚の継手位置は1D（Dは柱せい）以上とする。
  基準階（中間階）の柱頭・柱脚に降伏ヒンジが生じる場合も同様とする。

▽1階
（接地階）

▽基準階
（中間階）

D

  ・施工上やむを得ず1段目の継手位置を1500mm以上とする場合は、監理者と協議する。

15d

D a D

15d 15d

（ｂ）（ａ）

2

1

0＜D≦200 200＜D≦1000

*2 下端１段筋の定着は、曲げ上げ後定着(L  )とする。ただし、投影定着⾧さ
  (水平のみこみ⾧さ)をLbかつB/2以上確保する。

*1 上端筋の定着は、直線定着(L  )、フック付定着(L   )のいずれとしてもよい。
  ただし、投影定着⾧さ(水平のみこみ⾧さ)をLbかつB/2以上確保する。

LC

四隅は
180°フック
を設ける。

四隅以外は、
原則直線
定着とする

幅の小さい梁への定着要領基礎スラブが梁下で連続する場合

基礎スラブの配筋が
左右で同じ場合、
通し配筋としてよい。

＊柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。
2＊柱頭定着L  が確保できない場合は、構造計算等により必要⾧さの確認を行うものとする。

C L

2h(L   が確保できない場合)

は柱へL  定着）2

間隔
ho

/2
ho

/2

ho @2,000程度 @2,000程度

P

P

100 70
70

L1

φ

15d

10
d

10
d

70

D
/2

D
/2

70

L
2

70
70

70
10

d
10

d 20
d

D
/2

D
/2

70 70 70
20

d
70

20
d

70 70
20

d

70

70
20

d

100

L2

70
20

d
70

10
0

100

L2

70
20

d
70

10
0

70
20

d
70

20
d

15d

L2
D

*L
2h L2

L2
D

*L
2h

L2
L2

L2

15d

B

L2

100

15d

L2

L2

L2

余
⾧

8d

梁幅 B ℓx

ℓx/4

15d

ℓx/4

L2*1 15d

Lbかつ
  B/2

*2 ℓx/4 15d 15d ℓx/4

40
70

ℓ
y/

2
ℓ

x/
4

15
d

15
d

15d 15d
ℓx/4

ℓx

15d15d
ℓx/4

B 8dかつ150かつB/2

L2 L2

2L  かつB/2

L2
L2

8dかつ150かつB/2
梁幅 B

ho
ho

3/
4 

ho
 以

下

50
0以

上
か

つ
15

00
以

下

3/
4 

ho
 以

下

1D
か

つ
50

0以
上

か
つ

15
00

以
下

ho

*L
2

ho
/2

+
15

d
L2

15
d

ho
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/2

+
15

d

L2

15
d

2
L 

 以
上

≧150

L2
h

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

L2

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

≧
6d

L
d

L L

P
@

"
P

@

P
@

"
P

@

d

d

≧
6d

≧
6d

≧6d ≧6d

1.
5P

2@
P

2@
1.

5P
1@

P
1@

1.
5P

1@

1.
5P

2@
P

2@
1.

5P
1@

P
1@

1.
5P

1@

φ

フック

基礎梁あばら筋
と同径、同ピッチ

上階柱の帯筋

2 2h

2

2L  かつB/2

（
原

則
、

基
礎

底
よ

り
立

ち
上

げ
る

）

  ・粗骨材の最大寸法が、25mmの場合を示す。
  ・間隔保持具に既製品を使用する場合は最小鉄筋間隔を用いて選定すること。

H
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1 H
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柱梁の打増し補強配筋

壁の配筋

採用に当たり壁厚
180未満の場合は
補強筋の納まりに
注意すること

   ・幅止め筋は縦筋横筋共に、D10@1000 程度とする。

ａ．先端に小梁のない場合

［一般階］ ［最上階］

２．片持ち梁主筋の継手，定着及び余⾧

   ・先端の折曲げの⾧さLは、梁せいから被り厚さを除いた⾧さとする。

    ＊L を確保出来ない場合は、本図「鉄筋の継ぎ手及び定着⾧さ（3）定着方法」による。

   ・軸方向補強筋は打増し幅により下記による。

    Ａ<70：不要
    70≦Ａ<200：D16@250以下
    200≦Ａ：D19@200以下

腹筋：D10@250以内

［柱の打増し］

腹筋：D10@250以内

軸方向補強筋

軸方向補強筋

あばら筋と同径、同間隔

［梁の打増し］

軸方向補強筋 軸方向補強筋

帯筋と同径、同間隔

１．打増し補強配筋

帯筋と同径、同間隔

軸方向補強筋

あばら筋と同径、同間隔

軸方向補強筋

軸方向補強筋

打増し部分

タテヨコD10@200

５．地下外壁

６．外壁ひび割れ防止筋
  建築物端部スパンに設ける補強筋の例

      45°
2x5-D13
2x3-D13

2x3-D13 2x3-D13

2x3-D13
2x5-D13

4～5スパンかつ20ｍ＜L＜40ｍの場合

網掛け範囲を一つの開口として扱う

壁筋（開口間に配筋可能な場合は配筋する）

あばら筋と同径、同間隔

材質はSD295とする材質はSD295とする

材質はSD295とする

材質はSD295とする

材質はSD295とする

a    ＊L の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。
3h

ａ．柱への定着

ｂ．梁への定着

D10@200縦横

D10@200縦横

D13

D13D13

D13

［スラブに上端筋が無い場合］［スラブに上端筋が有る場合］

ｃ．スラブへの定着

ｄ．壁交差部の配筋

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D132-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

４．壁の打増し補強
  壁の打増し厚さ（a）が50mm 以上の場合の補強を示す。

柱主筋

梁主筋

梁主筋

１．壁の配筋

柱主筋 柱主筋

   ・壁筋の定着⾧さは、 とする。

   ・P1@、P2@ は壁リストに特記された壁筋間隔を示す。
   ・重ね継手はあき重ね継手としてもよい。
   ・壁筋の重ね継手⾧さは、 とする。

コ形補強筋が内側の場合 壁筋にフックを設けた場合

ｅ．耐力壁の端部・開口部小口補強

３．開口補強筋
ａ．鉄筋による開口補強要領

１．壁開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避
       けて配筋できる場合は補強を省略することができる。
２．開口によって切断される鉄筋と同量以上の鉄筋で周囲を補強する（縦筋横筋とも）。
３．補強筋は鉄筋の間隔を50mm程度あけて配筋する。
４．斜め補助筋は縦筋横筋の内側に配筋する。
５．開口が梁に接している場合は、補強筋の定着⾧さは梁面からの⾧さとする。

鉄筋を切断した場合は、

ずらしてよい

切断した鉄筋量以上を
開口脇に配筋する

ｃ．単独円形小開口の場合の配筋要領

あばら筋と同径、同間隔

ア 矢視図

ア

軸方向補強筋

帯筋と同径、同間隔

2段筋は先端部
の曲げ不要

2段筋は先端部
の曲げ不要

ｂ．先端に小梁がある場合

   ・先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。
   ・先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

［水平断面］ ［垂直断面］

片持梁
先端小梁

片持梁筋折下げ

小梁外端部 小梁連続端部

片持梁

片持梁筋折下げ

片持梁

先端小梁
(頭つなぎ梁)

L2

L1

L2

先端を斜めに折り曲げ

を超えて定着

D

３．壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250mm以下の場合、開口部小口補強は省略する

コ形補強筋が外側の場合

２．L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。
(注) １．耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径、同間隔とする。

原則として
通し配筋

2h L   以上かつ柱中心線を
超えて折曲げる

L2
h
以

上
か

つ
梁

中
心

線
を

超
え

て
折

曲
げ

る

1000

LC

CL

L1

L

LC

L2

   ・置きスラブ及び土間スラブの打継ぎ補強は上記に準ずる。

L L

L1

L1

L2 以上かつ梁中心線

ℓ L2

15d(余⾧) 2ℓ/3 ＊La

*L3h

15d(余⾧) 2ℓ/3

ℓ

*L3h

L2

L 2
L 2

L2 A L2 A

L2
A

L2

A
L2

L2 A

L2
A

A
L2

L2

L2

重
ね

継
手

   
   

L

L2

P1@以下
P1@

P1@以下

P
2@

以
下

P
2@

P
2@

以
下

L2 L2

L2 8d
か

つ

L2 L2

L2
L2

L2
L2

L2

8dかつ150以上

L2 1000

L2継手L1

L2
L

2

L2 L2 L2

L2 L2

L

L1 L1L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

2L
1

L1

L1
L1

L1 L1

L1
L1

a
梁

上
端

筋
近

傍
ま

で

8dかつ150以上

L2

設
計

図
に

よ
る

L1
L2

8dか つ150以上

       ことができる。

1

15
0以

上

先端を斜めに折り曲げ

を超えて定着
L2 以上かつ梁中心線

L2

L2

2
L 

 以
上

か
つ

L2

２．定着 ｂ．小開口が密集している場合の開口補強要領

   1．先端に小梁のない場合

通し配筋

スラブの配筋

２．定着

＊梁主筋に当る場合は、30°を

３．継手位置

（1）上端筋の継手

⾧辺方向
短辺方向

（2）下端筋の継手

⾧辺方向
短辺方向

・    継手位置
・    継手の好ましくない位置

一般スラブの場合

(D13)

D13

耐圧スラブの場合
超えない角度で折り曲げてよい

余⾧

余⾧

余⾧

受け筋
(D13)

受け筋

(D13)
受け筋

(D16)
受け筋

＊幅の小さい梁への定着要領
(Lbが確保できない場合)

(D13)
受け筋

柱 柱

柱 柱

大梁

大梁

大
梁

大
梁

小
梁

   １． 配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。
   ２． 鉄筋の重ね継手⾧さは、L  とする。1

短辺方向

（配力筋）
⾧辺方向

（主筋）

１．スラブの配筋

注記：受け筋径は図示以上かつスラブ筋の最大径とする

短辺方向

⾧
辺

方
向

LC

ℓ
x/

4
ℓ

x/
4

ℓx/4ℓx/4

ℓ
x

LC

30
°

ℓx/4 ℓx/4

ℓ
x

ℓ
x/

4
ℓ

x/
4

L2

L3 L3

L2

Lb

L3

L2

L3

L2

L2

Lb

L2

かつB/2

B

Lb

8dかつ150

かつ
B/2

2-D13

D16（ℓ >1000）
D13（ℓ≦1000） 2

受け筋

*L
*L

*L

8d

8d*1

ℓ

ℓ

(a)隣接スラブと同一レベルの場合

D16（ℓ >1000）
D13（ℓ≦1000）

受け筋

2ℓ
aℓ

8d2-D13

ℓ *1

(b)梁の中間にスラブが付く場合

*1：10d
直線定着の場合は25d

D16（ℓ >1000）
D13（ℓ≦1000）

受け筋

aℓ

25
d2ℓ

2-D13

ℓ
8dかつ中心線を超える

(c)逆スラブの場合

かぶり厚さを除いた⾧さとする。
＊上端筋先端折曲げ⾧さℓは、スラブ厚さより

４．片持ちスラブの配筋
打継面より立ち上げること。
外側鉄筋はコンクリート
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エレクトロスラグ溶接

注）＊寸法は３ｍｍ以上とする。
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22~28
32~36

スニップカット

25

43434242

５．スニップカット

＊フランジ厚が28mm以上

42

θ≧45゜の場合に適用する。
45゜≦θ≦55゜の場合 α：自然開先
55゜＜θ   の場合 α：≧35゜

4141

t≧40

スカーラップエンドタブ

t＜40

エンドタブの⾧さ

35以上
40以上半自動溶接

手 溶 接
⾧さ（mm）溶接工法

（ ）内は自動溶接の場合を示す。

柱梁接合部（工場溶接部）のスカーラップはノンスカラップ工法とする。

部スカーラップ

スカーラップ半径は、35mm を標準とする。

t＞19

よるものとし、スニップカット部は、溶接により埋めることとする。
ただし、既製形鋼のスニップカットはSc＝ｒ＋２により求めるものとする。

溶接の交差部をスニップカット（Sc）で処理する場合の標準寸法は、鋼材の板厚に応じて表－１に

除いた部分の⾧さとする。
有効⾧さは、ビードの始点及び、クレータを
すみ肉のサイズの10以上とする。ただし、
設計図に表す溶接⾧さの寸法は有効⾧さとし、

４．エンドタブは、溶接後5mm程度残して切断し、端部を仕上げる。
３．裏あて金はサイズ6mmで、連続すみ肉溶接を原則とする。
２．ｔ≦6mmの場合の突合せ溶接部の開先は不要とする。
１．この規準図は、記入なき限り手溶接及びガスシールド半自動溶接による標準溶接継手の形状を示す。

Ｌは10dかつ100mm以上とする。
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柱梁接合部（工場溶接部）のスカーラップに改良型スカラップ工法を採用する

表ー1

S
寸法（ｍｍ）
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4.5813
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梁フランジ厚 MAX(A1,A2,・,・)

通しダイアフラムの板厚 D1

梁フランジ厚 MAX(A2，・，・)

内ダイアフラムの板厚 D2
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32

~28

36

~32

40
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45
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１．通しダイアフラムの材質は、取り合う鉄骨部材の材質同等以上のC材とする。
(ただし40mm超はTMCP325C)

  内ダイアフラムの材質は、取り合う鉄骨部材の材質同等以上

２．仕口部柱板厚 C1 は、上下コラムの厚い方の部材を採用する。

３．通しダイアフラムの板厚D1は、C1の1サイズアップ以上かつ
MAX(A1,A2，・，・)の2サイズアップ以上とし、下表による。

４．内ダイアフラムの板厚D2は、MAX(A2，・，・)の1サイズ
アップ以上とし、下表による。
また、D2は梁フランジMAX(A2，・，・)と芯あわせとする。

ダイアフラムの材質及び厚さ決定要領

~10 ~13 ~16 ~19 ~22 ~25 ~28 ~32 ~36 ~40

材質は上下コラムの内、高強度の部材を採用する。但し、内
 ダイヤフラムのある場合は上記材質はC材とする。

以下とする。

t＞16 t≧16
部分溶込み溶接

注）Ｓはサイズを示し、ｔはｔ１，ｔ２の薄い方の板厚とする。
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注）溶接⾧（L）および溶接ピッチ（P）
  は特記する。

注）a はのど厚を示し、t は薄い方の板厚
  とする。
  a はｔかつ3.2mm以上とする。
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  以下とする。
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  以下とする。

一般部

注）Sはサイズを示し、t/4以上かつ10mm
  以下とする。

フラムに適用
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エンドタブは原則として母材と同厚のもの
を用い、⾧さは下表による。
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モルタル充填

鉄筋等に結束する

b．b種：全面塗り仕上げをならしモルタ

ル等で仕上げる工法。

１

（全面塗り仕上げ工法）

図 14 柱底ならしモルタル工法

ことができる。

（４）リブプレート

a－a’断面

エブと同厚とする。ただし、リブプレートの大きさはスリーブ等の納りを考慮して小さくする

はりにハンチを設ける場合は、図９に示すようなリブプレートを付けるものとし、板厚はウ

材を充填する工法。

（あと詰め中心塗り工法）

（３）座金の溶接

（５）ウェブ継手現場溶接用隔板

３．アンカーボルト取付要領

（１）アンカーボルトの保持及び埋込み工法

a．a種：鋼製フレームを用いてアンカーボルトを保持する方法。

のうち、強度及び溶接性の最も優れたものを用いるものとし、板厚は、9mm 以上とする。

図 10 ウェブ継手現場溶接用隔板（単位：mm）

現場で柱ウェブ材を溶接する場合の隔板の標準は、図10 により、材質は、上下柱ウェブ材

図 9 リブプレート（単位：mm）

a．a種：あと詰め中心塗り又は全面あと

ｃ．Ｃ種：頭部を漏斗状にあけた可動埋込み式の方法。

図 13 アンカーボルトの保持（Ｃ種）

（２）柱底ならしモルタルの工法

詰め工法として、無収縮モルタル

（全面詰め工法）

アンカーボルトはコンクリートに埋込まれる場合を除きダブルナット締めとする。

高力ボルト穴径縁端距離ねじの呼び

表1 縁端距離及びピッチの標準

呼び

26.0
24.0
22.0
18.0

（単位/mm）

40

45

M16

M22
M20

M24

表2 千鳥打ちのゲージ及び間隔の標準

70

60

p(mm)e(mm)

M24

60
65

50

40
45

55

M20 M22

40
35

－

50

60
55

45

図16 千鳥打ちのゲージ及び間隔

35
40
45
50

M16

ねじの呼び
（ g ）

（１）縁端距離及びピッチ

上とする。

ｅ：縁端距離
ｐ：ピッチ

柱主筋

a’a

b．b種：周囲の鉄筋に補強材等を用いてアンカーボルトを保持する方法。

a－a’断面

図 11 アンカーボルトの保持（a種）

b：千鳥打ちの間隔

g：ゲージ

p：ピッチ

a－a’断面

図 12 アンカーボルトの保持（b種）

縁端距離及びピッチは表1 を標準とする。ただし、引張材の接合部分において、せん断を受

けるボルトが応力方向に 3本以上並ばない場合、応力方向の縁端距離は、ボルト軸径の2.5倍以

（２）千鳥打ちのゲージ及び間隔

千鳥打ちのゲージ及び間隔は、表2を標準とする。

1/5以下
1/5以下

ウェブ継手

  図５による。

フランジ継手

図 5 柱のフランジ及び板厚の異なる場合のしぼり（単位：mm）

b．柱のフランジ幅、フランジ板厚及びウェブ板厚の異なる場合のしぼりの限度及び位置の標準は、

1/5以下

（柱通し）

（a） 十字柱

（柱通し）

（２）はりの段差

（はりに段差がある場合）

（一般部）

形柱で150mm 以上を確保する。

図 6 柱脚部のしぼり（単位：mm）

ｃ．柱脚部のしぼりの限度及び位置の標準は、図６による。

（はり通し）

柱に取付くはりに段差を設ける場合の寸法（Δｅ）は、溶接性を考慮して、十字形柱及びＨ

仕口パネル

（１）仕口パネル

１．仕口部詳細

上かつ9mm 以上とする。

（２）水平スチフナ

とができる。

（はり通し）

b’b
2’2（注） le ≧maｘ( , )

（a） 十字形柱

する。なお、はり幅が 300mm 以上の場合は、スニップカットの代わりにスカラップとするこ

材質は、はりフランジ材と同一のものを用い、板厚は、はりフランジ厚以上かつ 9mm 以上と

及び溶接性の最も優れたものと同一のものを用い、板厚は、いずれか厚いものの1サイズUP以

図 1 仕口パネル（単位：mm）

（b） H形柱

十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける水平スチフナの形状及び大きさは、図2  を標準とし、

仕口パネルの範囲は、図1  を標準とし、材質は、取付くはり及び柱のウエブ材のうち、強度

図 7 はりの段差

（b） Ｈ形柱

（自然開先）

しぼりの手前につける

（３）バンドプレート

注） バンドプレートは Fb-50x6（SS400）とする。

柱脚部一般部
（柱通し）

図 8 バンドプレートの位置及び大きさ（単位：mm）

継手部

（３）縦スチフナ

（a） 十字形柱

図 3  縦スチフナ

２．各部詳細
（１）はり及び柱のしぼり

（はり通し）

図 4 はり及び柱のしぼり（単位：mm）

a．はり通し及び柱通しのしぼりの限度及び位置の標準は、図4による。

たものと同一のものを用い、板厚は、いずれか最厚もの以上とする。

（b） Ｈ形柱

取付くはりフランジと同一とし、材質は、上下柱フランジのうち、強度及び溶接性の最も優れ

十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける縦スチフナは、図3 を標準とし、縦スチフナの幅は、

図 2  水平スチフナ（単位：mm）
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３．アンカーボルト取付要領

４．高力ボルトの縁端距離及びピッチ

また、アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚を検討したうえで座金は

ベースプレートに全周溶接する。
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既存図面 ホール 屋根伏図
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既存図面 ホール 軸組図 -1
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既存図面 ホール 軸組図 -2



S-14
既存図面 ホール 第1シーリングスポット梁伏図



S-15
既存図面 ホール 第1シーリングスポット軸組図



S-16
既存図面 ホール 第1シーリングスポット詳細図-1



S-17
既存図面 ホール 第1シーリングスポット詳細図-2



S-18
既存図面 ホール 第２シーリングスポット梁伏図



S-19
既存図面 ホール 第２シーリングスポット軸組図



S-20
既存図面 ホール 第２シーリングスポット詳細図
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